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様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

１－①を用いること。 
 
学校名 関西医療学園専門学校 
設置者名 学校法人 関西医療学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数 

省令で定める

基準単位数 

配

置

困

難 

医療専門課程 
（職業実践専門課程） 

 

東洋医療学科 
夜 ・

通信 

13 単位 

（320 時間） 

10 単位 

（240 時間） 

 

 

東洋医療鍼灸学科 
夜 ・

通信 

14 単位 

（280 時間） 

10 単位 

（240 時間） 
 

柔道整復学科 
夜 ・

通信 

20 単位 

（360 時間） 

10 単位 

（240 時間） 
 

医療専門課程 

理学療法学科 

（新課程） 

夜 ・

通信 

10 単位 

（300 時間） 

10 単位 

（240 時間） 
 

理学療法学科 

（旧課程） 

夜 ・

通信 

16 単位 

（640 時間） 

10 単位 

（240 時間） 
 

歯科衛生学科 
夜 ・

通信 

18 単位 

（375 時間） 

10 単位 

（240 時間） 
 

（備考）理学療法学科１年・２年は新課程、３年は旧課程 

（ ） 内の数字は「学校教育法施行規則等の附則第 2条（経過措置）」に基 

づき「実務経験のある教員等による授業科目の単位数」について用いる授業 

時数を併記している（１年は単位数、２年及び３年は時間数） 

 
 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ホームページ及び事務室で閲覧  

https://www.kansai-iryo.ac.jp/about/info.php  

 

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 関西医療学園専門学校 
設置者名 学校法人 関西医療学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
大学ホームページ  https://www.kansai.ac.jp/info/release/profile07.php  

 

 

２．学外者である理事の一覧表 
常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 担当する職務内容 

や期待する役割 
非常勤 

 

 

学校法人評議員※ 

（2002．4．1～2018.3.31） 

学校法人理事長※ 

（2018．4．1～） 

2006．4．1～ 

令和 9年度の定時 

評議員会終結の時 

 

経営計画の策定 

非常勤 

 

 

病院医局部長・医師 

（2008．4．1～） 

2015．4．1～ 

令和 9年度の定時 

評議員会終結の時 

医療関係の運営 

非常勤 

 

 

クリニック事務長 

（2019．5．1～） 

 

2021．4．1～ 

令和 9年度の定時 

評議員会終結の時 

教育面の策定 

医療関係の運営 

 

非常勤 病院顧問・医師 

（2018．4．1～） 

大学特任教授 

（2018．4．1～） 

2025．5．31～ 

令和 9年度の定時 

評議員会終結の時

  

医療関係の運営 

非常勤 元副市長 

（2022．4．1～2026.3.31） 

無職 

（2026．4．1～） 

2026．4．1～ 

令和 9年度の定時 

評議員会終結の時  

労務・法務関係  

組織運営体制の点検 

備考）※本法人以外の学校法人 
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第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 関西医療学園専門学校 
設置者名 学校法人 関西医療学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表してい

ること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画書（シラバス）は、開講の前年度に各科目担当教員が国家試験合格及び必要な知識･技術を

基準とした「授業内容」、「授業計画」、「成績評価」、「到達目標」を設定し、これに適した教授方法・

内容を具体的に定め、各学科の教務委員会で協議し、教師会の承認のうえ、次年度の授業計画とし

て実施する。 

なお、授業計画書（シラバス）及び実務経験のある教員等による授業科目の一覧は、新年度４月に

ホームページに掲載して公表し、学務課でも閲覧することができる。 

また、学生に配付して学校要覧に記載しており、入学時のガイダンスで説明を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業計画書の公表方法 

ホームページ及び事務室で閲覧 

東洋医療学科     https://www.kansai-iryo.ac.jp/toyo/curriculum.php  

東洋医療鍼灸学科     https://www.kansai-iryo.ac.jp/toyo/curriculum.php   

柔道整復学科    https://www.kansai-iryo.ac.jp/judo/curriculum.php  

理学療法学科    https://www.kansai-iryo.ac.jp/rigaku/curriculum.php ･ 

歯科衛生学科    https://www.kansai-iryo.ac.jp/shikaeisei/curriculum.php ･ 
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２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

学修意欲は、筆記試験または学修成果評価（出席状況、レポート評価、実技試験等）により把握し

ている。学修意欲の低下が見られた場合は、担任が学修面及び生活面について適切に指導している。 

「単位の授与」は、学則及び学則細則により、総合的な評価に努め、単位を認定している。 

 

1 出席評価について 

出席に関しては、学則第 19 条及び各学科学則細則第 9 条で定めている。 

 

2 成績評価について 

成績評価に関しては、学則第 18 条及び各学科学則細則第 4 条、第 5 条、第 6 条で定めている。 

 

授業科目の学修成果の評価方法については、ホームページ及び学校要覧に掲載している。 
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３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 
（東洋医療学科/東洋医療鍼灸学科・柔道整復学科） 

成績評価基準及び方法は、ホームページ及び学校要覧で公表し、全科目の平均点により席次を算出

し、成績の分布表を作成し状況を把握している。 

1 各科目 100 点満点で 60 点以上を合格とする。そのうえで全科目の平均点により席次を算出し、 

全体の成績分布を把握している。 

2 追試験、再試験も同じ基準によるが、評価の上限は 60 点としている。 

3 「臨床実習前試験」、「卒業実技試験」及び「卒業筆記試験」の成績評価は、その評価に応じた得

点に換算している。 

 

（理学療法学科） 

各科目の授業計画書（シラバス）に示された「成績の評価」の方法に沿って、定期試験または 

レポート等を実施し、厳格かつ適正に測定することで行われる。 

1 前後期末に実施する試験またはレポートで、100 点満点において 60 点以上を合格とする。通年科

目については、前後期の平均点で評価する。全科目の平均点により、席次を算出している。また、

学生各自の平均点および席次については本人に通知し、学修指導に役立てている。 

2 正当な理由により本試験を受験できなかった者については追試験を実施し、本試験不良者について

は再試験を実施する。追再試験ともに100点満点で実施するが、評価の上限は60点とし、当該試験の

評価とする。 

3 臨床実習及び卒業試験（卒業考査）についても同様に平均点による席次で全体の成績分布を把握し

ている。 

 

（歯科衛生学科） 

各科目の授業計画書（シラバス）に示された「成績の評価」の方法に沿って、定期試験または 

レポート等を実施し、厳格かつ適正に測定することで行われる。 

1 前後期末に実施する試験またはレポートで、100 点満点において 60 点以上を合格とする。全科目

の平均点により、席次を算出している。また、学生各自の平均点および席次については本人に通

知し、学修指導に役立てている。 

2 正当な理由により本試験を受験できなかった者については追試験を実施し、本試験不良者について

は再試験を、再試験不良者については特例再試験を実施する。追再試験及び特例再試験については、

100点満点で実施するが、評価の上限は60点とし、当該試験の評価とする。 

3 臨地実習（臨床実習含む。）及び卒業試験（卒業考査）についても同様に平均点による席次で全体

の成績分布を把握している。 

 

 

（全体） 

成績管理は基幹システムを利用し、成績評価は各学科の教務委員会、教師会に報告している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

ホームページ及び事務室で閲覧 

https://www.kansai-iryo.ac.jp/about/info.php 
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４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

建学の精神「社会に役立つ道に生きぬく奉仕の精神」を具現化するため、卒業認定に必要な所定の

単位を修得し、医療人に求められる以下の能力を身につけ、人々への奉仕の精神を持ち続ける学生

に対して、専門士の称号を授与し、卒業の認定の方針はディプロマポリシー：DP を含めホームペー

ジ及び学校要覧で公表している。 

（ディプロマポリシー：DP） 

（1）保健、医療、健康、福祉、スポーツなどの現場で、修得した基本的な知識･技術を応用し 

対応できる実践的な能力 

（2）倫理観に基づいて地域社会の人々に安心で安全な医療技術を奉仕の精神をもって積極的･ 

主体的に提供できる基礎的な能力 

（3）変化する社会や現場の要望に応えうる医療知識と技術を意欲的かつ継続的に学ぶことので 

きる基礎的な能力 

（4）医療を適切に行うためにチーム医療の一員として必要な情報を他職種へも適切に提供し 

協力･協働ができる能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

ホームページ及び事務室で閲覧 

https://www.kansai-iryo.ac.jp/about/info.php 
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様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

４－①を用いること。 
学校名 関西医療学園専門学校 
設置者名 学校法人 関西医療学園 

 

１．財務諸表等  
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
専門学校ホームページ 

https://www.kansai-iryo.ac.jp/about/info.php 

収支計算書又は損益計算書 
専門学校ホームページ 

https://www.kansai-iryo.ac.jp/about/info.php 

財産目録 
専門学校ホームページ 

https://www.kansai-iryo.ac.jp/about/info.php 

事業報告書 
専門学校ホームページ 

https://www.kansai-iryo.ac.jp/about/info.php  

監事による監査報告（書） 
専門学校ホームページ 

https://www.kansai-iryo.ac.jp/about/info.php 
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２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 東洋医療学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な 

総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

 

 

 

昼 

128 単位 

(2840 時間) 

99 単位
(1910 時間) 

 

 
4 単位

(180 時間) 

 

 

 

25 単位
(750 時間) 

128 単位(2840 時間) 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

９０人 ８１人 ０人 ９人 ２０人 ２９人 

  

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
 はり師、きゅう師、あん摩マッサージ指圧師が必要とする知識については講義科目とし、技術に

ついては実技・実習科目として設定している。 

1 1 年生は基礎的な知識、技術を学修する。 

2 2 年生は応用的な知識、技術を学修する。 

3 3 年生では専門的かつ臨床的な知識、技術を学修する。 

上記を修得するための科目、授業内容、単位時間数（単位数）を設定したカリキュラムとし、 

これに基づいた授業計画を立て年間の授業を実施している。 

また、国家試験に対応できる内容でカリキュラムを組んでいる。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
1 出席は、毎学年各科目授業時間数の 3分の 2を超え、出席すべき総授業時間数の 4分の 3を 

超えるものを出席基準の合格とする。 

ただし、臨床実習は 5分の 4を超える出席をもって出席基準の合格とする。 

2 筆記試験及び実技試験等の成績評価は、各科目 100 点満点で 60点以上を合格とする。実技試験

については、習得度を評価するための基準となる項目を設け、厳正に評価する。通年科目につ

いては前期・後期の平均点を成績評価とする。 

3 追試験、再試験については、各科目 100 点満点で、成績評価の上限を 60 点とする。 

4 臨床実習等の成績評価は、臨床実習評価の基準に沿って 100 点満点で行い、60点以上を合格 

とする。 

5 卒業筆記試験については、正答率 60％以上を合格とする。 

6 臨床実習前試験及び卒業実技試験の成績評価は、それぞれの試験で項目化されており、それ 

ぞれの実技項目について 100 点満点で 60 点以上を合格とする。 

 

修了・進級の認定基準 

（概要） 
進級及び卒業の認定については、進級及び卒業認定に関する方針、専門士の称号の授与に関する

方針（ディプロマ・ポリシー：DP）を策定し基準としている。進級及び卒業判定は、個々の学生

の学修成果の到達状況を踏まえ、教務委員会及び教師会で審議し、学則に基づき校長が認定する。 

1 進級及び卒業の認定基準は、単位の修得をもって行う。 

2 進級の要件は原則として、当該学年に課せられた全科目の単位を修得できなかった者は、次学

年へ進級を認めない。 

ただし、当該学年において全科目の単位を修得できなかった者は、各学年配当の履修科目のうち、

未修得単位が 9単位以下の場合は次学年への仮進級を認める。 
なお、留年となった者は、当該学年で履修すべき全科目を再履修し、単位を修得しなければなら

ない。 
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学修支援等 

（概要） 
担任・副担任制をとっており、個別面談を行い学修面及び経済面等の相談を随時行っている。 

 1 経済面は、期日までに学費納入が困難な学生に対しては、担任等との相談のうえ、事情によっ

ては延納または分納を認めているほか、日本学生支援機構の貸与奨学金、高等教育修学支援新

制度の授業料減免及び給付奨学金、日本政策金融公庫や提携銀行の教育ローンを案内している。 

2 成績及び出席状況について他の学生の模範となる者については、特待生として、次年度の前期授

業料の減免を実施している。 

3 学修面は、学修の進め方や情意面でのサポートに努め、学修意欲の把握と健全なクラス運営を目

指している。 

 

  

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ２２人

（100％）

０人

（0％）

２２人

（100％）

０人

（0％）

（主な就職、業界等） 
 病院（クリニック）、施術所、介護関係施設 

（就職指導内容） 
業界説明会、就職説明会、進路調査アンケートの実施及び就職相談窓口対応 

（主な学修成果（資格・検定等）） 
あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ７７人 ４人 ５．２％ 

（中途退学の主な理由） 
進路変更、学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任・副担任制をとっており、学生の成績及び出席の管理を行っている。 

 成績及び出席不良者には担任・副担任が面談を行い、場合によっては保護者面談も行っている。

また、成績及び出席不良者の状況等は教務委員会で情報共有を行い、教師会に報告している。 
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２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
分野 課程名  学科名  専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 東洋医療鍼灸学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な 

総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

 

 

昼 

 

123 単位 

(2660 時間) 

102 単位 
(1970 時間) 

 

 
４単位
(180 時間) 

 

 
17 単位
(510 時間) 

 123 単位(2660 時間) 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

９０人 ４２人 ０人 ９人 ２０人 ３０人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
 はり師、きゅう師が必要とする知識については講義科目とし、技術については実技・実習科目と

して設定している。 

1 1 年生は基礎的な知識、技術を学修する。 

2 2 年生は応用的な知識、技術を学修する。 

3 3 年生では専門的かつ臨床的な知識、技術を学修する。 

上記を修得するための科目、授業内容、単位時間数（単位数）を設定したカリキュラムとし、 

これに基づいた授業計画を立て年間の授業を実施している。 

また、国家試験に対応できる内容でカリキュラムを組んでいる。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
1 出席は、毎学年各科目授業時間数の 3分の 2を超え、出席すべき総授業時間数の 4分の 3を 

超えるものを出席基準の合格とする。 

ただし、臨床実習は 5分の 4を超える出席をもって出席基準の合格とする。 

2 筆記試験及び実技試験等の成績評価は、各科目 100 点満点で 60点以上を合格とする。実技試験

については、習得度を評価するための基準となる項目を設け、厳正に評価する。通年科目につ

いては前期・後期の平均点を成績評価とする。 

3 追試験、再試験については、各科目 100 点満点で、成績評価の上限を 60 点とする。 

4 臨床実習等の成績評価は、臨床実習評価の基準に沿って 100 点満点で行い、60点以上を合格 

とする。 

5 卒業筆記試験については、正答率 60％以上を合格とする。 

6 臨床実習前試験及び卒業実技試験の成績評価は、それぞれの試験で項目化されており、それ 

 ぞれの実技項目について 100 点満点で 60 点以上を合格とする。 

 

修了・進級の認定基準 

（概要） 
進級及び卒業の認定については、進級及び卒業認定に関する方針、専門士の称号の授与に関する

方針（ディプロマ・ポリシー：DP）を策定し基準としている。進級及び卒業判定は、個々の学生

の学修成果の到達状況を踏まえ、教務委員会及び教師会で審議し、学則に基づき校長が認定する。 

1 進級及び卒業の認定基準は、単位の修得をもって行う。 

2 進級の要件は原則として、当該学年に課せられた全科目の単位を修得できなかった者は、次学

年へ進級を認めない。 

 

ただし、当該学年において全科目の単位を修得できなかった者は、各学年配当の履修科目のうち、

未修得単位が9単位以下の場合は次学年への仮進級を認める。 
なお、留年となった者は、当該学年で履修すべき全科目を再履修し、単位を修得しなければな

らない。 
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学修支援等 

（概要） 
担任・副担任制をとっており、個別面談を行い学修面及び経済面等の相談を随時行っている。 

 1 経済面は、期日までに学費納入が困難な学生に対しては、担任等との相談のうえ、事情によっ

ては延納または分納を認めているほか、日本学生支援機構の貸与奨学金、高等教育修学支援新

制度の授業料減免及び給付奨学金、日本政策金融公庫や提携銀行の教育ローンを案内している。 

2 成績及び出席状況について他の学生の模範となる者については、特待生として、次年度の前期授

業料の減免を実施している。 

3 学修面は、学修の進め方や情意面でのサポートに努め、学修意欲の把握と健全なクラス運営を目

指している。 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 １８人

（100％）

０人

（0％）

１６人

（88.9％）

２人

（11.1％）

（主な就職、業界等） 
 病院（クリニック）、施術所、介護関係施設 

（就職指導内容） 
 業界説明会、就職説明会、進路調査アンケートの実施及び就職相談窓口対応 

（主な学修成果（資格・検定等）） 
 はり師・きゅう師 

（備考）（任意記載事項） 

 
中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ５２人 ５人 ９．６％ 

（中途退学の主な理由） 
 進路変更、学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
担任・副担任制をとっており、学生の成績及び出席の管理を行っている。 

成績及び出席不良者には担任・副担任が面談を行い、場合によっては保護者面談も行っている。 

また、成績及び出席不良者の状況等は教務委員会で情報共有を行い、教師会に報告している。 
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２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 柔道整復学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な 

総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

 

 

 

昼 

    134 単位 

(2790 時間) 

109 単位 
(1980 時間)  

4 単位
(180 時間)  

21 単位 
(630 時間) 

134 単位(2790 時間) 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

９０人 ５３人 ０人 ８人 １８人 ２６人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
柔道整復師が必要とする知識については講義科目とし、技術については実技・実習科目として 

設定している。 

1 1 年生は正常人体の知識と柔道整復に係る総論的知識と技術を学修する。 

2 2 年生は人体の異常と柔道整復に係る各論的知識を学修する。 

3 3 年生は専門的かつ臨床的な内容と応用を学修する。 

上記を修得するための科目、授業内容、単位時間数（単位数）を設定したカリキュラムとし、 

これに基づいた授業計画を立て年間の授業を実施している。 

また、国家試験に対応できる内容でカリキュラムを組んでいる。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
1 出席は、毎学年各科目授業時間数の 3分の 2を超え、出席すべき総授業時間数の 4分の 3を 

超えるものを出席基準の合格とする。 

ただし、臨床実習については全出席を条件とする。 

2 成績評価は筆記試験及び学修成果評価に基づき評価し、各科目 100 点満点で 60 点以上を合格 

とする。通年科目については各学期の平均点を成績評価とする。 

3 実技等の成績評価は、各科目で実技試験、レポート評価及び出席状況を加味するなどの合計 

を 100 点満点とし、60点以上を合格とする。 

4 追試験、再試験については、各科目 100 点満点で、成績評価の上限を 60 点とする。 

5 卒業筆記試験については、必修問題は正答率 80％以上、科目別問題は正答率 60％以上を合格 

の基準とし、各々の基準を満たす者を合格とする。 

6 臨床実習等の成績評価は、臨床実習評価の基準に沿って 100 点満点で行い、60点以上を合格 

とする。 

7「臨床実習前試験」及び「卒業実技試験」の成績評価は、それぞれの試験で項目化されており、 

それぞれの実技項目について 100 点満点で 60 点以上を合格とする。 

8 学修成果評価は、出席状況から学修意欲を図るため、成績評価として反映し、面談等による 

学生指導に反映させている。 

 

修了・進級の認定基準 

（概要） 
進級及び卒業の認定については、進級及び卒業認定に関する方針、専門士の称号の授与に関する

方針（ディプロマ・ポリシー：DP）を策定し基準としている。進級及び卒業判定は、個々の学生

の学修成果の到達状況を踏まえ、教務委員会及び教師会で審議し、学則に基づき校長が認定する。 

1 進級及び卒業の認定基準は、単位の修得をもって行う。 

2 進級の要件は原則として、当該学年に課せられた全科目の単位を修得できなかった者は、次学

年へ進級を認めない。 
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ただし、当該学年において全科目の単位を修得できなかった者は、各学年配当の履修科目 
のうち、未修得単位が 20 単位以下の場合は次学年への仮進級を認める。 
なお、留年となった者は、当該学年で履修すべき全科目を再履修し、単位を修得しなければ 

ならない。 

 

学修支援等 

（概要） 
担任・副担任制、チューター制をとっており、個別面談を行い学修面及び経済面等の相談を随時

行っている。 

 1 経済面は、期日までに学費納入が困難な学生に対しては、担任等との相談のうえ、事情によっ

ては延納または分納を認めているほか、日本学生支援機構の貸与奨学金、高等教育修学支援新

制度の授業料減免及び給付奨学金、日本政策金融公庫や提携銀行の教育ローンを案内している。 

2 成績及び出席状況について他の学生の模範となる者については、特待生として、次年度の前期

授業料の減免を実施している。 

3 学修面は、学修の進め方や情意面でのサポートに努め、学修意欲の把握と健全なクラス運営を目

指している。 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

 
卒業者数 進学者数 

就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ９人

（100％）

０人

（0％）

９人

（100.0％）

０人

（0％）

（主な就職、業界等） 
 病院（クリニック）、施術所、介護関係施設 

（就職指導内容） 
 業界説明会、就職説明会、進路調査アンケートの実施及び就職相談窓口対応 

（主な学修成果（資格・検定等）） 
柔道整復師 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  ６９人 １４人 ２０．３％ 

（中途退学の主な理由） 
進路変更、学業不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
担任・副担任制をとっており、学生の成績及び出席の管理を行っている。 

成績及び出席不良者には担任・副担任及びチューターが面談を行い、場合によっては保護者面談も

行っている。また、成績及び出席不良者の状況等は教務委員会で情報共有を行い、教師会に報告し

ている。 
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２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 理学療法学科(新課程) ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な 

総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

 

 

 

昼 

 

108 単位 

(3215 時間) 

75 単位
(2025 時間) 

 

単位時間 
33 単位 
(1190 時間) 単位時間 単位時間 

108 単位(3215 時間) 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120 人の内数 ７４人 ０人 ８人 ８人 １６人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
 授業方法は、科目の特性によって講義と実習を適切に編成している。 

1 学年を前後期に分け、学修効率を高めるように授業計画を組んでいる。 

 1 1 年生は、基礎分野及び専門基礎分野の講義を中心に授業を進め学修し、必要に応じて実習を

加えた授業体系としている。 

 2 2 年生は、専門基礎分野及び専門分野の科目を配当し、実習の配分が増え、より実践的に学修

する。 

 3 3 年生は、総合臨床実習（3期間）が中心となり、実習教育に重点を置いた学修をする。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
各科目について、出席状況及び成績評価により合否を決定し、単位を付与する。 

 1 出席は、学則第 18 条第 1 項及び学則細則第 9 条に定めており、毎学年各科目授業時間数の 3

分の 2を超え、出席すべき総授業時間数の 4分の 3を超えるものを合格とする。ただし、臨床

実習及び校外実習については原則として全出席とする。 

 2 成績評価に関しては学則第 18 条に定めており、進級の要件を含む試験等に関する規定につい

ては学則細則第 4条で定めている。各科目の授業計画書（シラバス）に示された「成績の評価」

の方法に沿って、定期試験またはレポート等を実施し、厳格かつ適正に測定することで行われ

る。具体的には、前後期末に実施する試験またはレポートで、100 点満点で 60点以上を合格と

する。通年科目については、前後期の平均点で判断する。 

なお、評価基準は、80 点以上を優、70 点以上 80 点未満を良、60 点以上 70 点未満を可として 

合格と認め、60点未満を不可として不合格とする。 

 3 臨床実習を受講する者は、実習前評価試験に合格しなければならない。3 年次の総合臨床実習

ついては校外実習施設で 3期に分けて行い、各期の評価については実習施設の判定と実習後評

価を含めて、3期の評価を総合平均して 60点以上を合格とする。 

  2 年次後期の、評価実習ついては、校外実習施設で臨床実習指導者による評価と実習後評価を

合わせて評価し、60点以上を合格とする。 

  2 年次前後期の見学実習については、出席状況により評価する。 

 4 卒業試験（卒業考査）については、専門問題 100 問、専門基礎問題 100 問とし、各々正答率が

60％以上を合格とする。 

修了・進級の認定基準 

（概要） 
進級及び卒業の認定については、進級及び卒業認定に関する方針、専門士の称号の授与に関す

る方針（ディプロマ・ポリシー：DP）を策定し基準としている。進級及び卒業判定は、個々の

学生の学修成果の到達状況を踏まえ、教務委員会及び教師会で審議し、学則に基づき校長が認

定する。 

1 進級及び卒業の認定基準は、単位の修得をもって行う。 

2 当該学年に課せられた全科目の単位を修得できなかった者は、次学年へ進級を認めない。 
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ただし、各学年配当の履修科目のうち、専門分野科目を除き未修得単位が 2 単位以下の場合

は、次学年への仮進級を認める。 

なお、留年となった者は、当該学年で履修すべき全科目を再履修し、単位を修得しなければな

らない。 

3 卒業については、卒業試験（卒業考査）を実施し、合格することを要件とする。 

 

学修支援等 

（概要） 
 1 経済面では、期日までに学費納入が困難な学生に対しては、担任との相談のうえ、延納または

分納を認めているほか、日本学生支援機構の貸与奨学金、高等教育修学支援新制度の授業料減

免及び給付奨学金、日本政策金融公庫や提携銀行の教育ローンを案内している。 

2 成績及び出席状況について他の学生の模範となる者については、特待生として、次年度の前期

授業料の減免を実施している。 

3 学修面では、学修の進め方や情意面でのサポートに努め、学修意欲の把握と健全なクラス運営

を目指している。 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ０人

（0％）

０人 

（0％） 

０人

（0％）

０人

（0％）

（主な就職、業界等） 
新課程初年度のためなし 

（就職指導内容） 
新課程初年度のためなし 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 
新課程初年度のためなし 

 

（備考）（任意記載事項） 

  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 ４０人 ６人 １５.０％ 

（中途退学の主な理由） 
 進路変更 学業不振 
 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
年度持ち上がりの担任制により、学生の成績及び出席管理を行っている。 

成績及び出席不良者には担任・副担任が面談を行い、必要時には保護者面談も行っている。また、

成績及び出席不良者の状況等は教務委員会で情報共有を行い、教師会に報告している。  
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２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 理学療法学科(旧課程) ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な 

総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

 

 

 

昼 

 

108 単位 

(3215 時間) 

75 単位
(2025 時間)  

 

単位時間 
33 単位
(1190 時間) 単位時間 単位時間 

108 単位(3215 時間) 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120 人の内数 ３５人 ０人 ８人 ８人 １６人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
 授業方法は、科目の特性によって講義と実習を適切に編成している。 

1 学年を前後期に分け、学修効率を高めるように授業計画を組んでいる。 

 1 1 年生は、基礎分野及び専門基礎分野の講義を中心に授業を進め学修し、必要に応じて実習を

加えた授業体系としている。 

 2 2 年生は、専門基礎分野及び専門分野の科目を配当し、実習の配分が増え、より実践的に学修

する。 

 3 3 年生は、総合臨床実習（3期間）が中心となり、実習教育に重点を置いた学修をする。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
各科目について、出席状況及び成績評価により合否を決定し、単位を付与する。 

 1 出席は、学則第 18 条第 1 項及び学則細則第 9 条に定めており、毎学年各科目授業時間数の 3

分の 2を超え、出席すべき総授業時間数の 4分の 3を超えるものを合格とする。ただし、臨床

実習及び校外実習については原則として全出席とする。 

 2 成績評価に関しては学則第 18 条に定めており、進級の要件を含む試験等に関する規定につい

ては学則細則第 4条で定めている。各科目の授業計画書（シラバス）に示された「成績の評価」

の方法に沿って、定期試験またはレポート等を実施し、厳格かつ適正に測定することで行われ

る。具体的には、前後期末に実施する試験またはレポートで、100 点満点で 60点以上を合格と

する。通年科目については、前後期の平均点で判断する。 

なお、評価基準は、80 点以上を優、70 点以上 80 点未満を良、60 点以上 70 点未満を可として 

合格と認め、60点未満を不可として不合格とする。 

 3 臨床実習を受講する者は、実習前評価試験に合格しなければならない。3 年次の総合臨床実習

ついては校外実習施設で 3期に分けて行い、各期の評価については実習施設の判定と実習後評

価を含めて、3期の評価を総合平均して 60点以上を合格とする。 

  2 年次後期の、評価実習ついては、校外実習施設で臨床実習指導者による評価と実習後評価を

合わせて評価し、60点以上を合格とする。 

  2 年次前後期の見学実習については、出席状況により評価する。 

 4 卒業試験（卒業考査）については、専門問題 100 問、専門基礎問題 100 問とし、各々正答率が

60％以上を合格とする。 

修了・進級の認定基準 

（概要） 
進級及び卒業の認定については、進級及び卒業認定に関する方針、専門士の称号の授与に関す

る方針（ディプロマ・ポリシー：DP）を策定し基準としている。進級及び卒業判定は、個々の

学生の学修成果の到達状況を踏まえ、教務委員会及び教師会で審議し、学則に基づき校長が認

定する。 

1 進級及び卒業の認定基準は、単位の修得をもって行う。 

2 当該学年に課せられた全科目の単位を修得できなかった者は、次学年へ進級を認めない。 
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ただし、各学年配当の履修科目のうち、専門分野科目を除き未修得単位が 2 単位以下の場合

は、次学年への仮進級を認める。 

なお、留年となった者は、当該学年で履修すべき全科目を再履修し、単位を修得しなければな

らない。 

3 卒業については、卒業試験（卒業考査）を実施し、合格することを要件とする。 

 

学修支援等 

（概要） 
 1 経済面では、期日までに学費納入が困難な学生に対しては、担任との相談のうえ、延納または

分納を認めているほか、日本学生支援機構の貸与奨学金、高等教育修学支援新制度の授業料減

免及び給付奨学金、日本政策金融公庫や提携銀行の教育ローンを案内している。 

2 成績及び出席状況について他の学生の模範となる者については、特待生として、次年度の前期

授業料の減免を実施している。 

3 学修面では、学修の進め方や情意面でのサポートに努め、学修意欲の把握と健全なクラス運営

を目指している。 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ２９人

（100％）

０人 

（0％） 

２８人

（96.6％）

１人

（3.4％）

（主な就職、業界等） 
病院、社会福祉施設、診療所 

（就職指導内容） 
就職ガイダンス、就職支援個別面談、スキルアップ講座（マナー講座、リスニング・トーキング能

力向上講座） 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 
理学療法士 

 

（備考）（任意記載事項） 

  

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 ６７人 ３人 ４.５％ 

（中途退学の主な理由） 
 進路変更 学業不振 
 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
年度持ち上がりの担任制により、学生の成績及び出席管理を行っている。 

成績及び出席不良者には担任・副担任が面談を行い、必要時には保護者面談も行っている。また、

成績及び出席不良者の状況等は教務委員会で情報共有を行い、教師会に報告している。  
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２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報   
 分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 歯科衛生学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な 

総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

 

 

 

昼 

 

98 単位(２６４０時間) 

一部実習含む 

77 単位 

(1515 時間) 

 

単位 

 

21 単位

(1125 時間) 単位 単位 

98 単位(２６４０時間) 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

１５０人 １０４人 ０人 ４人 ３３人 ３７人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 
 授業方法は、科目の特性によって講義と実習を適切に編成している。 

1 学年を前後期に分け、学修効率を高めるように授業計画を組んでいる。 

 1 年生については基礎分野及び専門基礎分野の講義を中心に授業を進め学修し、必要に応じて実

習を加えた授業体系としている。２年生については臨床実習を中心に、歯科衛生士の臨床におけ

る役割を理解し、専門的な知識及び技術を習得する。３年生についても臨床実習を中心に、より

実践的な知識及び技術を習得する。 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 
各科目について、出席状況及び成績評価により合否を決定し、単位を付与している。 

 1 出席は、学則第 18 条 1 項及び学則細則第 9 条に定めており、毎学年各科目授業時間数の 3 分

の 2を超え、出席すべき総授業時間数の 4分の 3を超えるものを合格とする。 

 2 成績評価に関しては学則第 18 条に定めており、進級の要件を含む試験等に関する規定につい

ては学則細則第 4条で定めている。各科目の授業計画書（シラバス）に示された「成績の評価」

の方法に沿って、定期試験またはレポート等を実施し、厳格かつ適正に測定することで行われ

る。具体的には、前後期末に実施する試験またはレポートで、100 点満点で 60点以上を合格と

する。 

なお、評価基準は、80 点以上を優、70 点以上 80 点未満を良、60 点以上 70 点未満を可として 

合格と認め、60点未満を不可として不合格とする。 

3 臨地実習（臨床実習）は、学外実習施設で行う。各期の実習施設の判定を総合平均して 60 点 

以上を合格とする。 

 4 卒業試験（卒業考査）については、正答率が 60％以上を合格とする。 

 

修了・進級の認定基準 

（概要） 
進級及び卒業の認定については、進級及び卒業認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー：DP）

を策定し基準としている。進級及び卒業判定は、個々の生徒の学修成果の到達状況を踏まえ、

教務委員会及び教師会で審議し、学則に基づき校長が認定する。 

1 進級及び卒業の認定基準は、単位の修得をもって行う。 

2 当該学年に課せられた全科目の単位を修得できなかった者は、次学年へ進級を認めない。 

ただし、各学年配当の履修科目のうち、専門分野科目を除き未修得単位が 4 単位以下の場合

は、次学年への仮進級を認める。 

なお、留年となった者は、当該学年で履修すべき全科目を再履修し、単位を修得しなければな

らない。 

3 卒業については、卒業試験（卒業考査）を実施し、合格することを要件とする。 
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学修支援等 

（概要） 
 1 経済面では、期日までに学費納入が困難な学生に対しては、担任との相談のうえ、延納または

分納を認めているほか、日本学生支援機構の奨学金や提携銀行の教育ローンを案内している。 

2 成績および出席状況について他の生徒の模範となる者については、特待生として、次年度の前

期授業料を減免する。 

3 学修面では、学修の進め方や情意面でのサポートに努め、学修意欲の把握と健全なクラス運営

を目指している。 

 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ３４人

（100％）

０人 

（0％） 

３３人

（97.1％）

１人

（2.9％）

（主な就職、業界等） 
歯科クリニック 

（就職指導内容） 
就職ガイダンス、就職支援個別相談 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 
 歯科衛生士 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

１２４人 ７人 ５．６％ 

（中途退学の主な理由） 
進路変更 学業不振 体調不良 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
年度持ち上がりの担任制により、学生の成績及び出席管理を行う。 

成績及び出席不良者には担任・副担任が面談を行い、必要時には保護者面談も行う。また、成績

及び出席不良者の状況等は教務委員会で情報共有を行い、教師会に報告する。  
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②学校単位の情報 

ａ）「学生納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

東洋医療 

学科 
200,000 円 1,520,000 円

実習費（年間）

60,000 円
預り金 80,000 円 

東洋医療鍼

灸学科  
200,000 円 1,300,000 円

実習費（年間）

60,000 円
預り金 80,000 円 

柔道整復 

学科 
200,000 円 1,300,000 円

実習費（年間）

60,000 円
預り金 80,000 円 

理学療法 

学科 
200,000 円 1,440,000 円

実習費（年間）

60,000 円
 

歯科衛生 

学科 
200,000 円 1,080,000 円

実習費（年間）

60,000 円
 

修学支援（任意記載事項） 
日本学生支援機構（貸与型・給付型）・入学金及び授業料減免・教育訓練（支援）給付金（対象学科）・

日本政策金融公庫 

 

 

ｂ）学校評価 
自己点検評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
https://www.kansai-iryo.ac.jp/about/info.php 

第三者評価の基本方針（実施方法・体制） 
（東洋医療学科/東洋医療鍼灸学科・柔道整復学科） 

1 学校関係者評価委員会の基本方針は学校評価を通じて学校と企業等の関係団体（業者団体）、 

卒業生及び保護者等がお互いに理解を深めることである。学校とそれに関係する人たちが理解

を深め合うだけでなく、今後の学校の発展と向上のための協働作業である。 

2 学校評価は学校としての自己評価であるが、学校が行った自己評価に加え、企業等の関係団 

体（業者団体）、卒業生及び保護者等といった学校に関係する人たちの意見を参考にし、自 

己評価を客観的に判断していくことを基本方針とする。 

3 学校関係者評価とは学生のことを考え、それぞれの立場、視点からよりよい学校づくりを目 

指すものである。 

4 学校関係者評価の活用は、今後の学校の発展並びに学生のことを考え、それぞれの立場、視 

点から、信頼される開かれた学校の構築に役立てている。 

5 学校関係者評価委員会の実施方法は、定例として毎年 9月に開催し、委員から要望があれば 

速やかに開催をすることとしている。 

 

（理学療法学科） 

1 学校関係者評価委員会の基本方針は、学生募集、カリキュラム編成、授業内容、国家試験合格

率、就職状況等について、理学療法士、医療分野の関係団体、卒業生等の意見を通じて、自己

点検･評価の客観性･公平性を高め、学校の理学関係者との相互理解、連携、協力による学校運

営の効果的な改善を図る。 

学校関係者評価委員会は、年２回開催し、委員からの評価結果を受け、要望があれば、学科長

の指揮の下、次年度への改善に向け、速やかに対応するよう努めている。 

2 厚生労働省医政局通知に基づき、第三者評価（一般社団法人リハビリテーション教育評価機構）

を受審し結果を公表している。 
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（歯科衛生学科） 

1 学校関係者評価委員会の基本方針は、学生募集、カリキュラム編成、授業内容について、歯科

衛生士関係団体等の意見を通じて、自己点検･評価の客観性･公平性を高め、学校の利害関係者

との相互理解、連携、協力による学校運営の効果的な改善を図る。 

学校関係者評価委員会は、年２回開催している。 

 

（全学科） 

1 本校で行っている自己点検・評価は、教育等の向上のため、定期的に委員会を開催し、学校 

全般に係る現状把握を行い、確認、検証及び改善を行っている。 

2 自己点検・評価の実施は、教職員の学校運営業務に対する参画意識の向上に有効に機能して 

いる。 

3 自己点検・評価に係る報告書は定期的に作成し、公表している。 

 

第三者評価の委員         

所属 任期 種別 
公益社団法人 奈良県柔道整復師会 

 

2014．4．1～ 

2027．3．31（任期更新） 

関係団体 

株式会社 傳次郎 

 

2014．4．1～ 

2027．3．31（任期更新） 

企業等委員 

株式会社 ワールド  

 

2014．4．1～ 

2027．3．31（任期更新） 

企業等委員 

 

松浦鍼灸大学堂 2025．4．1～ 

2027．3．31（新規就任） 

企業等委員 

医療法人守田会いぶきの病院 

事務長            

2015．4．1～ 

2027．3．31（任期更新） 

企業等委員 

医療法人良秀会介護医療院菜の花 

リハビリテーション科長 

2015．4．1～ 

2027．3．31（任期更新） 

企業等委員 

公益社団法人大阪府理学療法士会 

会長              

2022．4．1～ 

2027．3．31（任期更新） 

関係団体 

関西医療学園専門学校校友会 

会長              

2015．4．1～ 

2027．3．31（任期更新） 

卒業生 

公益社団法人大阪府歯科衛生士会 

大阪東支部長 

2022．4．1～ 

2027．3．31（任期更新） 

関係団体 

しまぶくろ歯科医院 2024．4．1～ 

2027．3．31（任期更新） 

企業等委員 

 

第三者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
 https://www.kansai-iryo.ac.jp/about/info.php 

（備考） 
第三者評価は実施しておらず、評価の基本方針及び評価の委員については学校関係者評価の内容に 

記載している。 

ただし、理学療法学科についてはガイドラインに従い第三者評価も受審している。 

一般社団法人リハビリテーション教育評価機構（認定 2025 年） 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 
 https://www.kansai-iryo.ac.jp 

 


